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	１．まえがき
	1.1研究開発の目的
	本研究開発では、街、モノ、人を見守る様々な形と機能のお守り型デバイス『OMIMAMORI（オミマモリ）端末』と、それらからデータを受信して行政機関や家族等に転送するネットワーク『OMIMAMORIねっと』を構築し、それらを神奈川県藤沢市に『OMIMAMORIねっと藤沢』として実装する。『OMIMAMORI端末』は、加速度や画像を含むセンサと機械学習フレームワーク、およびクラウド側サービスで生成される機械学習モデルとを搭載し、センシングデータを知的に処理してその結果を『OMIMAMORIねっと』へ送...
	1.2 社会的・経済的現状と背景
	人口の少子高齢化や地域コミュニティにおける人々の結びつき低下が進む中、徘徊高齢者の迅速保護や子供の状況把握は、人を見守る上で重要な課題となっている。地方公共団体は、高齢者や児童等の支援のために民生委員を配置しているものの、民生委員一人が受け持つ住民数が多く、例えば神奈川県藤沢市の場合では、人口約43万人（うち65歳以上高齢者が約10万人）に対して約500人である。従って、徘徊高齢者の迅速発見や児童等の安全確保のために、人の見守りシステムが必要である。また、街中に散在する落書きや、カスれた道路標示、...
	２．研究開発内容及び成果
	2.1本研究開発全体における研究開発成果
	成果1：エッジ側スマート端末技術において連続稼働可能推定時間1年の性能を達成した。
	成果2：地域IoTネットワーク技術において網内スマート端末（ネットワーク中継装置）台数100台の規模を達成した。
	成果3：クラウド側サービス技術において提供サービス数5種類を達成した
	2.2本研究開発全体における研究開発内容
	本研究当初に設定した目標を達成するために、下記の研究開発を行った。
	(1) エッジ側スマート端末技術『OMIMAMORI端末』の開発：加速度センサー、温湿度センサー、人感センサー、ボタンなどの機能付きの『OMIMAMORI端末』を開発し、定周期の発信により消耗電力の測定するにより、1年連続稼働可能を達成することが確認できた。
	(2) 地域IoTネットワーク技術『OMIMAMORIネット』の開発：約100台中継局のWi-SUN FANネットワークを慶應大学湘南藤沢キャンパスに構築し、受信率や通信遅延などの性能を測定するにより、100台規模のWi-SUN FANネットワークの通信確認ができた。
	(3) クラウド側サービス技術『OMIMAMORIサービス』の開発:慶應大学湘南藤沢キャンパスに構築した『OMIMAMORIネット』をテストベッドとして、位置推定、教員出勤、室内環境管理、入退室管理、動物状況確認   の5種類サービスを作成した。
	３．今後の研究開発成果の展開及び波及効果創出への取組
	本研究開発で創出されるシステムは、実空間のセンシングと理解、人と人とのコミュニケーションを支援する複合的なものであり、情報の力で住民を幸せにするスマートシティの実現へ向けた価値が高い。地方自治体は、地域IoTネットワークで地域をカバーすることにより、公衆網を介さずに、すなわち通信料金の継続負担を伴わずに実空間のセンシングを行える。また人は、スマートフォンに頼らずに見守りサービスを利用可能となる。児童や高齢者を始めとして、スマートフォンを持たない多数の人は、地域IoTネットワークに接続するエッジ側ス...
	４．むすび
	本研究では低消耗電力通信技術であるWi-SUNを用いる『OMIMAMORIネット』を開発した。高い通信料金の負担や頻繁的な電池交換などのコストを伴わず、様々なお見守りサービスが実現できるのが本研究の魅力的なところである。
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